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平成25年秋の褒章
受章おめでとうございます

　秋の褒章は、社会・公共のため尽くした人、社会の各分野において優れた行いをし

た人に贈られます。秋の褒章の黄綬は一筋に仕事に励み模範となる人に、緑綬はボラ

ンティア活動など社会に奉仕された人や団体に、それぞれ授与されるものです。今回

熊野にお住まいの方、団体が黄綬、緑綬をそれぞれ受章されました。（総務課）
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光
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献
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緑綬褒章
くまのボランティアふたば
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民
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で
月
１
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の
食
事
会

の
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催
、
介
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を
25
年
間
続
け
て
い
ま
す
。
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属
し
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と
り
の
力

添
え
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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催
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作
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と
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。
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り
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す
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で
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徒
た
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が
公
民
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を
訪

れ
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の
が
き
っ
か
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で
、
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も
交
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が
続
い
て
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す
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食
事
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で
お
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寄
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、
一
緒
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作
る
な
ど
の
体
験
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通
じ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ

て
も
ら
い
、
こ
の
交
流
が
将
来
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
つ
な
が
れ
ば

と
考
え
ま
す
。

会長の中村サツエさんと、副会長の五拾免康枝さん
にお話を伺いました。
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平成２６年成人を祝う会を自分たちで

（平成26年成人を祝う会を迎える実行委員）
―成人への想い―

　熊野町では、成人式の式典を新成人自らが作り上げていま
す。今年も実行委員が集まり準備をすすめています。これま
でに式典の内容や役割、記念品などを検討してきました。
町民会館
平成26年１月12日（日）午後１時受付開始
午後１時半　記念撮影～式典・懇親会など
午後３時半　終了
平成５（1993）年４月２日～平成６（1994）年４月１日生まれの人
※ 現在、町外に住民登録をしている人でも、町の成人を祝う会（成人式）へ参加することがで
きます。希望する人は、住所・氏名・連絡先などをお知らせください。（熊野町ホームペー
ジ「教育・文化・スポーツ」→「その他」→「成人式」のFAQ集を参考にしてください。）
生涯学習課　 820‐５６２１　shogai@town.kumano.hiroshima.jp

「成人を迎えて」 堀野　有希　
　私が20歳になって、社会に出て働いてる以
上、自分のやったことに責任を持てる人間にな
ろうという思いです。また、無事20歳を迎え
る事ができたのは両親や先生、友人とたくさん
の方に支えられたからです。しっかりと感謝し
て人の繋がりを大切にして人に頼るだけではな
く、周りから頼りにされる、そんな人間になり
たいです。

「成人を迎えて」 伊藤　裕基　
　成人になるという事は今まで親を頼りにして
いた自分の意識を変え、自分で考え、行動する
力をつける事だと思います。少しずつでいいの
で自分の力で解決していく心構えを作っていき、
社会でも信頼されるような大人になっていきた
いと思っています。

「感謝と自戒」 徳田　香澄　
　私は今日まで熊野町で暮らしてきました。無
事に成人式に臨めることを嬉しく思います。今
まで育ててくれた両親、祖父母、親戚、支えて
下さった先生方、地域のみなさまのおかげです。
責任ある行動をとれる大人としての自覚を持ち、
より一層気を引き締めたいと思います。

「自覚と責任」  隼田　健次郎　
　私がこのたび、無事に成人を迎えられたのは、
私を支えてくれた多くの方々のおかげだと思っ
ています。これからは、一人の大人として、今
まで以上に自覚ある行動をしていきたいです。
　また、感謝の気持ちを忘れず、色々なことを
学び、成長していきたいと思います。

「成人を迎えて」 山本　知奈美　
　私は、これまで家族や友達、先生など多くの
人に支えられ、無事成人を迎えることができま
した。20年間、毎日充実した日々を過ごせた
のも支えて下さった方々のおかげです。本当に
感謝しています。
　これからは、地域医療に携わり、地域の方々
皆を支えていけるように頑張りたいです。

「成人を迎えて」 小笹山　優　
　20歳になって、ますます生活・行動といっ
たあらゆる面で自己管理が必要になってくると
思います。「自分のことは、自分でする」当た
り前のことですが、いざやってみると大変なこ
ともあります。 私は今、安田女子大学で建築
について学んでいます。高校は普通科に通った
ので初めての事が多く、戸惑う毎日ですが、夢
に向かって一歩一歩前進していきたいと思って
います。そして、私に関わるすべての人、友人、
家族にお礼を言いたいです。私を20年間支え
てくれてありがとう。

「成人を迎えて」 西林　慎一郎　
　私は、成人を迎えるにあたって、まず両親に
感謝します。小さい頃から野球をしてきた私を、
ずっと支えて頂きました。私が将来子供を授
かった時、子供がやりたいことを精一杯応援し
たいと思いました。そして、これからは何事も
自分で責任を取らなくてはいけません。
　しっかりと自覚を持って少しずつ大人になっ
ていきたいと思います。


